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歳出lこついては、 割合を<補助事 業〉 千円

見ると総務費21.8%と大き i今金中学校屋体新築卒業平2，550
今金中学校武道場新築事量 51.244

いが前年度と比較すると、 i神丘 6線線道路改良事業 140，035
自給削科生産向上特別対龍平輩 128，078

維持補修費22.3%の減、補 i都市計画田代線街路事業 115，879
回費51.6%の増を締めてい :λ 車柿梨 J検事車 98，931

J"./-O '-'-'I~I''-''-' '-V ' 新民草構造改普 ~J\- ;if 

る。 大和団地公活住宅建設il'>業凧捌

;盟回線道路改良舗装事業

投資的経費では、前年対 ;英利洞Jダム対策 4';輩礼7目

比、災害復旧事業|こより、 i l1fiサJJt?Z722:2
296.1%と大きく、今金中学 iイマヌエル狩町家新築 lJ';業此876

， J也時調査 ~I\. m 16，518 
校屋体新築、神.6:6号線道 !今中教 fl.住宅新築事業比問

白石線道路舗装事業 11，220
路改良、自給飼料生産向上 j公有林盟備事草 11，叩

対策、都市計画田代線街路 i転作仕品安定特別対軍事業 9，出
;除雪トラ y ク購入ヰ下車

事業等によるものが大きな<単独事 業〉

ウエートを示しております。(串 2南線改良舗装卒業

昭和56年度の主な事 業は l革 2幹線支線川整備事業
;英和Jio}住宅団地購入事業

次のとおりです。長不IJi可生活館新築事業
I日明治跡地用地購入事業

桂川国銑用 地購入事業

主和IJf可溢泉建物購入 lJ'>~ 
神丘畑地帯総合土地改良調査事業

用述地地 J-I画策定事業
今小プ ル改修事業

今中外柵技情事章

今中民外施設新築事業

今中屋体備品購入事業

旧今金中主主校解体卒業

投資教 rr住宅購入事業
公 11師団地解体事葉

大和地区排水 ~* lJ';並
道路台帳監備不能

季節労務吋荒事業

〈道負担金〉
針金地区排水対策特別事業 22，000

回代地区民地問先 Z!O;:草 27，060
八束 II 場整備事業団，552

日進出免道路整備事業 18，745

樋川地区排水吋革特別卒業 7，988 

日進 J~J tIi地整備迫賄事業 6，230 

花石開拓地整備道路事輩 3，750 

初団地区民地 l間尭事業 5，429
金原地区燥地問尭卒業 2，974 

叶(113，728)

歳入については、昭和

55年度決算額と比較しま

すと14.2%伸びを示して

おりますが主なものは、

財産収入であり、道銀用

地、美利河ダム建設に伴

う町有財産の売払いによ

るものです。

56年度の地方債での主

なものは、今金中学校建

設、農業基盤整備、道路

橋りょう等に用したもの

です。

一般会計財源の構成状況

1.1% 
棉防慣 1.1%
割前生債 0.5%

2.2% 

421章9千1百88万1千円(前年対比14.2%増)

未地方債の現在高

25憶1千6百90万自千円

昭和56年度

歳出款別決算の構成内訳

昭和56年度

歳

昭和56年度

総 額

入
昭和56年度

一般会計歳入決算額

H 目 収入前円額) 構成(%比) (子

町 組 363，548 8.5 

J也 方 i発 与 税 61，346 1.4 

自動車取得税交付金 28，324 0.7 

J也 究 I'i" 位 1，522，043 35.5 

交通安全対読特別吏付金 。 O 

分担金及び負担金 52，114 1.2 

位用料且び手数料 47，000 1.1 

国 Hト2 五 出 金 747，426 17.4 

道 主 出 金 337，647 7.9 

M 産 収 入 117.362 2.7 

t符 千l 金 。 。

組 越 金 16，796 0.4 

官有 qX 入 606，435 14.1 

田I u! 376，300 8.8 

輯 入 金 15，246 0.3 

前 4，291，887 100.0 昭和56年度

一般会計性質別歳出決算の内訳

40憶B千3百13万5千円決算額

42憶4千4百89万9千円出歳
歳出款別決算額
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2十

1.3 

21.8 
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0.4 
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6.9 

100.0 

構成官
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11.4 

0.1 

17.4 

17.4 

支出情 !ii
(千円)

56，300 

482，256 
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昭和57年度 一般会計性質別歳出予算の構成
(当初予算額)

歳出予草額 361軒千1百6万1千円

一般会計当初予算額の推移

56 " 

57年度一般会計の歳出
を性質別に分類すると、

表のようになりますが、

前年度と対比してみます

と、消費的経費の肉、給

与的なものは、3.7%、一

般行政的なものleI:，4.7%

との伸び率であります。

投資的経費は、 17.7%、

この内単独事業と災害復

旧事業がもっとも大きな

ものであります。

315.0ω千円

350，000 

325，000 

300.000 

275.000 

250.000 

225.000 

200.000 

'"抽

'50醐

7S.00C 

。千円
学度

昭和57年度会計別当初予算額の構成

57年度の予算は表で見定とおりでありま
すが、歳出面では、経費の徹底しだ節減合

理化しつつ、質的内容の充実と景気の維持

鉱大に配慮し、歳入では、極力見直しを行

うことにより公債発行額を着実に縮減する

ことを基本的方針として編成したものです。

53憧7千5百27万l千円

昭和57年度
一般会計歳出予算の内訳 歳入・歳出 361都千1百6万1千円

〆

昭和57年度
一般会計歳入予算の内訳

57年度の一般会計予算を前年度と比政す
ると、歳入については、7.7%の伸びで、自

動車取得税主主借金19.7%の減、補償資等が

ないことから諸収入23.0%が減となっ定。

歳出についての大きなものは、衛生費の

45.0%、これは今金火葬場の建設によるも

のであります。

伸びだものは、地方交付税14.3%と若干

の伸び率を示しております。

その他、八束橋架換、新農業構造改善事

業、美利河小学校建設等の事業に用するも

のガ大きな数字を示しております。
(41 



;援護:議議鱗
税等(一般財源)の町民 1人 当 たりの使いみち (昭和56年度一般会計) 町民 1人 当たり及び1世帯当たりの町民税負担額

Rす I京 思Ij 歳 入 決 t1 額 構成比 構成比 1人当たり 1世帯当たり

1 ，経常的 一 般財源 1，857，571千円 45.0% 83.2% 208，669円 718，318円

区 分 昭和56年度 仇) 昭和55年度侶)
上七 車交

(A -B) (A / B) 

(1)町 ネ見 363，848千円 8.8% 16.3% 40，873円 140，699円
諜 税 額 191，251千円 157，623千円 33，628千円 21.3% 

{聞 人 町 民 宅見 157，009千円 3.8% 7.0% 17，637円 60，715円
個人町民税 157，523千円 136，374子円 21，149千円 15.5% 

(2) 普通地方交付税 1，400，426千円 33.9% 62.7% 157，316円 541，541円円
法人町民税 33，728千円 21，249千円 12，479千円 58.7% 

(3) 地方譲 与 税等 93，297千円 2.3% 4.2% 10，480円 36，口78円 人 口 8，902人 9，210人 6 308人 63.3% 

2，臨時的 一 般財源 374，201千円 9.0% 16.8% 42，036円 144，703P-J 世 帯 数 2，586世帯 2，643世帯 6 57世帯 6 2.2% 

A 般 日オ i原 百十 2，231，772千円 54.0% 100.0% 250，705円 863，021円 1人当たり負tJ3.抗買 21，484円 17，114円 4，370円 25.5% 

B 特 定 財 1原 計 1，898，351千円 46.0% 213，250円 734，088円 個人町民税 17，695円 14，807円 2，888同 19.5% 

歳 入 ぷ口〉、 計 4，130，123千円 !仰.0% 463，955円 1，597，109円
法人町民税 3，789円 2，307円 1，482IIJ 64.2% 

性 質 別 歳 出 決 算 在自 構成比 l人当たり l世帯当たり
l世帯当たり 負担額 73，956円 59，638円 14，318円 24.0% 

1 ，人 件 1'i 517，090千円 12.7% 58，087円 199，957円
個人町民税 60，914円 51，598円 9，316円 18.1% 

つ ち 月前 貝 高台 361，690千円 8.9% 40，630円 139，865円

2 ー 時生 行 政 品企 ~ 1，264，327千円 31.0% 142，027円 488，913円
法人町民税 13，042円 8，040円 5，002円 62.2% 

(1)物 件 i'i 412，978千円 10.1% 46，391問 159，698同

(2) 扶 止11 178，636千円 4.4% 20，067円 69，078円

注七課税額は、現年課税分調定額である。

2，人口及び世帯数は、各年4月T日現在の住民基本台帳人口による。

(3) 補 即J vi 等 594，192千円 14.6% 66，748円 229，773円

(4)紺 持 者む {ま 資 78，521千円 1.9% 8，821円 30，364円

納税義務者 1人 当たり町民税 負担額 (単位人，円)

3 ， fJt 資 自ワ 五壬 賀 1，720，488千円 42.1% 193，270円 665，309円
昭和 56年度 昭和 57年度 上じ 車交

1党 目

(1)普通 建 設 卒 業 1，566，382千円 38.3% 175，959円 605，716円
納税義務者数 l人当たり 納税義務者数 1人当たり 納税義務者数 1人当たり

布li D!J ljlC 業 1，151，578千円 28.2% 129，362円 445，312円 イ固 人 分 2，401 65，607 2，502 54，506 ム 101 11，101 

単 1虫 事 業 414，804千円 10.1% 46，597円 160，404円 均 等 害リ 2，401 1，400 2，502 1，400 ム 101 。
(2) 災 害 復旧事業 154，106千円 3.8% 17，311円 59，593円 所 得 jlflj 2，401 64，207 2，502 53，106 ム 101 11，101 

4，そ グ〉 他 グ〉 五圭 'Ei 581，230千円 14.2% 65，292IIJ 224，760円 法 人 分 116 290，521 (96) 221，120 20 69，401 

(1) 公 f立 費 292，956千円 7.2% 32，909f工j 113，285円 法人均等割j 117 27，581 116 29，776 l ム 2，195
(2) 積 立 金 18，824千円 0.4% 2，115円 7，279円

法人税引l 116 262，940 93 191，344 23 71，596 
(3) 投資出資金貸付金 50，344千円 1.2% 5，655円 19，468円

(4) 繰 出 金 219，106千円 5.4% 24，613円 84，728円

メ日九 計 2，517 75，984 2，598 60，671 81 15，313 

歳 出 メ口入 言↑ 4，083，135千円 100.0% 458，676円 1，578，939円
注し納税義務者叡は、年度末現在である。

2， 1人当たり算定のための税額は、現年課税分謂定額である。
( 6 ) 

-・a



2 ，経理状況

ijX 入 支 出

ヰキ 目 決算額 堂保た障り者開買I人

{呆 R貢 税 178，381T円 36，779円

手十 目 決算額 植当保た険り者の開1資人

総 す若 'i'I 15，486千円 3，193内

療 療養給付費 537，250 110，773 
国 庫 負 t!! 金 451，688 93，132 {皐 養 療養費 10，986 2，265 

道 支 出 金 527 109 

繰入金(一般会計補助金) 50，000 10，309 

繰 越 金 10，128 2，088 

険 諸 百十 548，236 113，038 
'Ei 手数料 1，218 251 

** 高額療養費 77，029 15，882 
イす 肋 産 諸 費 4，480 924 

その他的収入 5，007 
費

6葬 祭 諸 '1!i 490 101 
メロ台、 計 695，731 143，450 ~t 631，453 130，196 

ijX 支 差 号| 残 35，414 7，302 保 健 施 設 'l'I 1，720 355 

基金等 保 有額 12，250 
その他的支出

削年度繰上充用金

11 ，658 2，礼04

1世帯当たり保険税調定額(現年) 139，307 ぷロ〉、 計 660，317 136，148 
1人当たり保険税収納額(現年分) 35，947 1人当たり保険税調定額(現年分) 38，546 

3 ，保険給付状況 (単位千円)

件数 '1&用額 件数 費用額

療給養

言闘主八会 療 費 26，837 767，521 高 宮R 時手 養 費 1，458 77，029 

薬剤支給(J6J) 1口日 536 ftt 産 車台 付 56 4，480 
イナ 計 26，943 768，057 他dそ〉イF給1jE t 育 児 車合 付

療
きロァょト 療 1ぜ 葬 祭 高官 付 49 490 

グ)イ寸
養 そ グ〉 f出 770 15，694 計 105 4，970 
y~ 

計 770 15，694 被保険者 1人当たり療養諸費費用額 161，598肉

療 養 諸 費 計 27，713 783，751 被保険者1人当たり療養諸費保険者負担額 112，546阿

4，療養諸費費用額負担区分 (単位向)

1空 保険者負担分
他 r止 負 !!i 分

用 官H 一 部負担金
他法優先 国保日正光

療養の給付 768，057，080 534，860，280 159，095，749 3，970，960 70，130，091 

療 王室 費 15，694，085 10，985，853 1，576，135 。 3，132，097 
百十 783，751，165 545，846，133 160，671，884 3，970，960 73，262，188 

5 ，療養の給付(診療費)内訳 (lt1位 p:J)

件数 日 数 占 数 1~ 用 額 受診率
1件当 1件当たリ l人当た額り
日 数 費用額 費用

入 院 1，851 44，725 47，591，999 475，919，990 38.2" 24.16 257，115 98，128 
入院外 21，515 70，320 24，127，748 
曲 千ヰ 3，471 9，249 5，032，318 
言↑ 26，837 124，294 76，752，065 

6 ，高額療養費負担区分

費 用 額|保険者負J且分

446，302，860 312，412，002 

( 9 1 

241，277，48日 443.6 

50，323，180 71.6 

767，520，650 553.3 

抽岬陥去11担分
高額療養費ト一一一一一一一

77，028，858 15，990，000 

3.27 11，214 49，748 
2.66 14，498 10，376 
4.63 28，599 158，252 

(単位円)

他法負担分

他法優先 |国{最優先

40，872，000 

科 目

議 ぷヱ〉ミ、 費

ギ色 務 費

民 生 'Ei 

liii 生 2空

労 世力 1を

民林水産業費

商 工 費

土 木 まま

I両 日:ji 資

教 育 資

災害復旧費

公 '['J 

日召

/ 

目的別歳出の町民 1人当たり の使いみち

決 算 客耳 構成費 自主 Fオ 源 構成比 l人当たり

55，529千円 1.4% 55，529千円 2.5% 6，238円

607，312千円 14.9% 536，197千円 24.5% 68，222円

366，715千円 8.9% 147，115千円 6.7% 41，195円

237，753千円 5.8% 227，382千円 10.4% 26，708円

4，772千円 0.1% 4，487千円 0.2% 536円

568，996千円 13.9% 172，062千円 7.9% 63，918円

22，464千円 0.6% 16，221千円 0.7% 2，523円

920，222千円 22.5% 228，271千円 10.5% 103，373円

112，457千円 2.8% 95，537千円 4.4% 12，633円

739，593千円 18.1% 412，242千円 18.9% 83，082円

154，106千円 3.8% 5，927千円 0.3% 17，311円

293，216千円 7.2% 283，814千円 13.0% 32，938円

4，083，135千円 100.0% 2，184，784千円 100.0% 458，676円

下記表の数字になりますが、療養給{寸費等について

は、 631，453干円に対し、保険税として皆様から徴収

しているものは、 178，381干円です。あとは、国で負

担 451，688干円で、更に不足分を町が50，000千円を負

担しております。

保険税の徴収率については、 93.3%ともうちょっと

の数字を示しております。

l世帯当たつ

21，473円

234，846円

141，808円

9 1 ， 983495 円円
1，845 

220，029円

8，687円

355，848円

43，487円

285，999円

59，592円

113，386円

1，578，939円

I，一般状況

. Iι"  " 1助産 1育児|葬 祭

一 部負担割合 30 % Iその他的桔刊 80，0ω円 | 円 10，000円
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マす改五

選拳 立 。正月公
て 占十職

礼 的う 八日選準法

メ宅霊
規市の1I 項目 施行 一都
をさ刀ず

公職選挙法がし一た一~ 、 紹れ改
後 ま正

改正されまし 菌 介L しさ
またれ

取 でこしス名マり×と体

除れのまをり|後t目2テなコで政
くら章せ表、で Y り 40 き治
この L ん示後 団カま cmる活
とスな。し援事体|し以立動
がテと例た団務ののた内札の
要必 Y のえり体所名祭。 ) 、た
カスばすの、称止 の宥め
で l テ る構速を、 数板に
すは:/0も成絡表棋 が(使
カ O後の民所示補者 下タ用

直 l はでをす 表テす
ち。援会 措あ表るの の lω る
に 示る示ポ氏通 cmこ

町畏の後撮団体
組管内

62理容な な

改正前 1後援団体につき 4キ主 番委I会i お) ど

すべての後援団体を通じて
に詳そ

改正後 お(し町
4キ主 間宮い他

町識の後擁団体
い 2 この
合 1 と改

改正日'J l 後援団体につき 4 キ文
せ O は正

< 1 選挙
すべての後援団体を通じて

アご 1 

改正後 さ lH文 ぃ内

イ相ー会福祉協議会だより

社会福祉法人今金町社会福祉協融合ボランティアセンター附託出L

団体畠 pfi I ffi.l内包 剛 制町 J号

舟 1 ft羽i弛設のためI ，.50 l登 11 削

|葉山 島区1*町 少5 |け噂f竺:;!:

‘1" 日正τ|抱設のため I ~ 幽1" 体
式|中里 . |少刊 ))'1 i笠 刷

[11: Y年部i御化 長6I-e4リ" 盟 刷11封 体

|石山 泣い 申 1 ニケ← 凶側 盟 凶

柿健 ιカズキ プロック ~J倒 笠 1I I~ I 

|山 俺盟;走 U 1副 ， " 

佐藤力体 網棚町 I，ji仙 It， 
傾川スポ ツタラ 崎川 X刈 7れ4時間

主幹圭大倉啓太郎 日

向上 ， 
，胸"縄学校PTA パタ "泊

，.字削 同 体

:丘迎合 RiI: M 

l乍"'凶体
Ji-. l'i 止 . 止の県小I到 川体

r金金協 |八点 院711;l 光の虫学凶 川 (年
|市 111 : 1m BT ， 止の里字削

d 附 |今金 |ピル ダス じめ星学園

'" 
磁的|本仏国1 I~混同尚 子 2 fi tの盟字削I '1' ~， M 

1. i個昨雌1札税庁】 ，t両人 しの虫学州

F部今金 " 
，.，.， 咽J唱E品テー

刷 よ

今金主人クラ • 医F 1凶

'" 北 守~~ ?シシタ

傾川財人 袖川 |ぬGのため 重 }錫

⑧ 

⑧ 

一
、
確
混
申
楕
(
登
録
証
明
書
の
切
替

申
楠
)
に
つ

い
て

川
十
六
歳
未
満
町
方
は
、
確
認

(
切

替
)
の
申
甜
を
ず
る
必
要
は
な
く
な

り
ま
す
が
十
六
歳
に
速
す
る
と
そ

の
日
か
ら
三
十
日
以
内
に
向
申
耐
を

行
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お
、
出

生
し
た
時
に
新
規
登
録
を
す
る
の
は

こ
れ
ま
で
ど
お
り
で
す
。

ωた
だ
し
、
十
六
歳
未
満
の
方
で
あ

っ
て
も
、
す
で
に
甲
様
式

(
大
人
用
、

手
帳
型
)
の
登
録
証
明
野
町
交
付
を

い
っ
て
く
る
ぞ
と
、
あ
嫁
さ
ん
と

か
定
い
戸
ク
シ
ユ
。

見
送
る
お
く
さ
ん
。

百
円
れ
U

北柳倉吉向芝
田本川田木

〈
一
般
図
書
〉

藤

肌

て

い

流

れ

る

星

は

生

き

て

い
る

好

子

女

向

向

像

邦
干

l
女
の
人
差
し
指

英

治

全

集

(
五

O
巻
)

聡

北

町

人

名

録

邦
見
事
実
を
見
る
版

社
夫
|

こ
の
主
に
し
て

⑧ 

⑨ 

⑧

@

 

十
月

受
け
て
い
る
場
合
は
、
次
の

ωと
同

憾
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

ω十
六
歳
以
上
町
方
は
、
確
認

(
切

替
)
円
申
簡
を
五
年
ご
と
に
行
う
こ

と
に
な
り
ま
す
か
句
、
今
お
持
ち
の

外
国
人
登
録
証
明
性
的
十

一
頁
に
記

載
さ
れ
て
い
る
年
月
日
か
り
更
に
二

年
を
経
過
す
る
目
前
三
十
日
以
内
に

確
認

(
切
替
)
内
申
甜
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

凶
昭
和
五
十
七
年
九
月
三
十
日
に
お

い
て
確
認
申
柏
期
限
を
経
過
し
て
い

冒
険
じ
い
ち
ゃ
ん

四
三
八
キ
ロ
自
転
車
の

~ 
川
崎
勝
代
さ
ん

(
七
十
八
歳
)
が
普

る
場
合
は
、
そ
の
申
梢
を
行
、
つ
ま
で
、

上
記
川
町
碓
認
申
澗
不
要
措
置
や
同

ω町
二
年
延
長
措
置
の
適
用
は
受
け

ま
せ
ん
。

=
、
萱
録
証
明
書
の
携
帯
、
本
人
出
頭

申
閥
、
写
真
提
出
亙
び
指
紋
押
な
つ

の
義
務
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
登
録
証
明
性
的
燐
帯
、

本
人
出
願
申
問
、
写
真
徒
出
及
び
指

紋
押
な
つ
を
必
要
と
す
る
年
齢
は
十

四
歳
以
上
で
あ

っ
た
の
が
、
今
後
は

十
六
歳
以
上
と
な
り
ま
し
た
。

通
自
転
車
に
乗
っ

て
八
月
二
十

一
日
出

発
、
首
屯
海
岸
を
経
由
、

一
日
ニ

0
0

キ
ロ
を
目
慨
に
全
道
一
周
を
計
画
、
旅

立
ち
ま
し
た
が
手
稲
で
や
む
主
〈
断
念
。

帰
り
は
長
万
部
経
由
、
延
四
三
七
キ

ロ
を
無
事
、
八
月
二
十
四
日
三
泊
四
日

を
も
っ
て
帰
町
旅
の
感
忽
を
次
の
よ

う
に
結
っ
て
お
り
ま
し
た
。

持
ら
物
は
、
寝
袋
、
着
替
を
持
ち
、

く
す
り
を
安
易
に

使
っ
て
い
ま
せ
ん
か
?

1
u
薬
と
健
康
の
週
間

H
Hリ
リ
ー

げ
U
H
U
十
月
十
七
日

1
二
十
三
日

伊

藤

桂

一

l
畳
円
河

川

端

康

成

|
全
集

(一
一一十

一
巻
)

=
一
枚
和
子

l
隅
田
川
開

戸
川
描
佐
武
田
中
角
栄
と
政
椛
抗
争

阿

万

四

商

コ

ヒ

ブ

レ

ク
十

吉
行

一
夜

理
恵

l
井
戸
内
星

中
即、

ま
み
|

ス
ト
レ
イ
ン

l
プ

宇
津
木

澄

l
リ
カ
に
命
を
わ
け
て
下

さ
い

西三
回

日

子

|
南
十
字
星

菅
原
み
ど
り

l
宝

塚

エ

ピ

ソ

ド

道

子

エ

り

y
ク
一

、
六
回

O

ゅ
う
じ
優
し
き
声
同
友
よ

山
本

目
的
背
春

回円
i旦士也

文
子
良
事
の
な
い
家
(上
・
下
)

聖
子

休
暇
は
終
っ
た

H 

窓
を
聞
け
ま
す
か

丸三石礎知
山浦川 井

千
次
|
父
た
ち
の
言

い
分

恒
平
|

み
こ
も
り
の
湖

達
三

独
り
き
り
の
世
界

哲
郎
拙
た
ち
の
夜
な
べ

健
二

黒
い
海
へ
の
訪
問
者

消
仮

l
黒
革
的
手
帖
(上

下

)

蹄
二

l
海
秘
リ

聖
子

人
間
ぎ
ら
い

松
本
井
伏
田
辺
合
橋
由
美
子

磁
石
の
な
い
旅

梅
原
畑
山
近
藤

稜
子

滑
に
風
も
主
く
て

博
ー
海
に
降
る
密

日
枝
な
ぜ
自
立
な
の
か

赤
い
羽
恨
募
金
運
動
が
始
ま
り
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
の
峰
か
い
思
い
や
り
と

た
す
け
あ
い
を
よ
び
か
け
て
お
り
ま
す
。

昨
年
度
内
募
金
術
は

一
百
十
七
万
四

千
八
十
八
円
で
し
た
a

拍
泊
は
パ
ス
仰
を
利
用
、
制
は
五
時
出

発
、
途
中
で
朝
食
を
と
り
自
転
車
に
ま

た
が
り
走
る
。
夜
は
七
時
と
、
約
十
時

間
以
上
自
転
車
向
上
に
。

「登
り
は
や
は
り
つ
ら
か

っ
た
。
で

も
下
り
の
気
持
ち
の
よ
か
っ
た
こ
と
‘

な
ん
と
も
言

え
な
か
っ
た
〕
と
若
さ
あ

ふ
れ
る
感
忽
を
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。

薬
は
、
病
気
の
泊
療
や
子
防
な
ど
、

私
た
ち
の
健
康
を
保
フ
?
え
で
、
な
く

て
は
な
め
な
い
大
切
な
も
の
で
す
。

し
か
し
、
用
い
方
を
誤
る
と
効
則
前
が

減
少
す
る
ば
か
り
か
思
わ
ぬ
副
作
用
が

現
わ
れ
る
こ
と
も
あ
リ
ま
す
。

薬
を
用
い
る
と
き
は
次
町
よ
う
な
注

円

地

文

L
J

花
伝

井

上

千

津

子

へ

ん

パ

官

戦

町

記

堀

秀

彦

飯

町

座

席

倉

本

聡

北

町

国

か

勺

(

前

後

編

)

関

根

庄

一

税

と

千

円

山

れ

あ

い

処

世
考

池
田
み
ち
子
生
き
る

武

田

和

子

税

守

り

明

水

上

勉

i
川
目
的
宮

重

原

芳

子

l
透
け
た
耳
栄

香

取

俊

介

|
裂
け
た
家
版

地
回
み
ず
子
ふ
た
つ
円
春

三
好

倣

暁

に

帰

る

大

平

井

平

主

的

自

保

山

田

正

紀

|
風
向
七
人

C101 

方①需①① 募広
で作に広報 町広

望正品限 、Eでh報 集 報
点るの告 に しーライ系
さ数 J 表 学 」

マ2 紙、語る てんで
いい :立耳短歌=ご おなは
たと ( つ 希 りーヲ
だき 町て望 <-

きは虫足ご まと

宅係 も こ意すを
ののと見

意
を
守
り
ま
し
ょ
っ
。

マ
添
付
し
て
あ
る
説
明
書
を
よ
く
読
み

定
め
ら
れ
た
用
法
、
用
量
を
守
り
ま
し

ょ
、
ヲ
。

マ
自
己
判
断
で
何
種
類
も
の
薬
を
併
用

す
る
こ
と
は
お
互
い
の
作
用
を
弱
め
た

り
強
め
た
り
す
る
の
で
危
険
で
す
か
句

や
め
ま
し
ょ
う
。

マ
削
作
用
と
思
わ
れ
る
症
状
が
現
わ
れ

た
均
す
ぐ
使
用
を
中
止
し
ま
し
ょ

1

7
薬
は
問
温
、
湿
気
、
日
光
を
避
け
て

保
管
し
、
古
い
薬
は
お
も
い
き
っ
て
拾

て
ま
し
ょ
う
。

誕
に
つ
い
て
不
明
な
占
…
が
あ
り
ま
し

た
ら
病
院
薬
局
、
薬
盾
な
ど
の
薬
剤

師
な
ど
の
専
門
家
に
相
践
し
ま
し
ょ
っ
。

〈
今
金
保
健
所
〉

子

国

友

光

母

と

干

の

刻

印

新

津

梢

環

境

か

ら

の

発

担

源

氏

鶴

太

振

り

向

い

た

女

石

飛

仁

風

向

使

者

ゼ

ノ

神

父

陳

舜

臣

旋

風

に

告

げ

る

(上
)

樋
山
英
二
夫
|
冬
は
民
を
し
か
け
る

戸

板

康

二

目
黒
町
在
世

佐

野

洋

銀

色

町

爪

山

田

正

紀

あ

や

か

し

土

居

良

一ー
l
山
彬

。
図
書
寄
贈
あ
り
が
と
う

位
ハ
合
恵
美
子
さ
ん

(
八
幡
町
)
十

六
冊
、
小
松
繁
雄
さ
ん

(
神
丘
)
二
一

冊
そ
れ
ぞ
れ
町
民
セ
ン
タ
ー
図
由
主

へ
寄
贈
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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b道南地区大会

11月 7日午後 1時
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(1)背春、ニニに打ち込む

(2)わたしの生き方を変えたもの

(3)いま、日本を考える。
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-郵便局からのお知らせ
簡易保険、郵便年金資金はみなさんの身近で生かされ

ております。払い込まれた保険料の大半を資金と Lて

郵政省では「公共の利益」になるよう資金町迎用をして

おります。

今金町では、現在 7信 4千万円の融資残高があり、小

中学校、公世住宅応部センター与の建設 道路改良な

固 いつまでもお Lあわせに

伊藤政見(旭 IIIT) 0二世 谷みどり(似 品開f)
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